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　2021年のノーベル物理学賞は、気象学者である眞鍋淑郎氏が受賞した。真鍋氏は、大気と海洋
の循環の関係を気候変動モデルとして開発し、今では誰もが知っている温室効果ガスに着目して地
球温暖化現象が私たちの未来の生活を脅かすことについて警鐘している。持続可能性（サステナブ
ル：Sustainable）について議論されてから久しくなるが、このサステナブルを検討するときに欠
かせないのが、この地球温暖化である。2015年９月の国連サミットにおいて「持続可能な開発の
ための2030アジェンダ」に地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓い、
2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標として、SDGs（Sustainable Development 
Goals）が提唱された。これらのことが、自動車産業にも大きな影響を与え、世界の自動車メーカー
が化石燃料から脱却し、大きく温室効果ガス排出実質ゼロへ舵を切り始めている。その結果、産業
構造も変わることが予想される。私たちが携わる建築・建設産業はどうだろうか。サステナブルな
社会、住環境を実現すため私たちにできることはたくさんあるはずである。これまで培った歴史、
現代社会、コミュニティ、建築技術、生活の工夫など、普段見慣れている世界をもう一度再確認し、
未来へと続く住宅を提案して欲しい。

（審査委員長：和田  浩一）

テーマ　「サステナブル住宅」



　第５回実践教育訓練学会・建築設計競技のテーマを持続可能性（サステナブル：Sustainable）
とした。昨今、国際目標としてのSDGs（Sustainable Development Goals）がクローズアップされ、
私達の生活においても持続可能性について度々見聞きするようになっていることから、テーマを設
定した。
　その結果、日本全国の一般大学、職業能力開発関係施設で学ぶ学生・受講生、高校生よりエントリー
が71件あり、作品の応募は66件あった。2022年７月中旬に11名の審査委員によりオンラインで
の作品審査を行い、１等１作品、２等７作品、特別賞（高校生の部）を選出した。
　提案された作品を見ると上記の他に「ゴミ問題」「建築材料」「既存の建物利用」「自然の利用」「災
害対策」「バリアフリー」「循環」「建物の転用」「グローバル化」など、たくさんの解決方法が提案
されていた。特に「コミュニティ」における、家族間や地域とのつながりをコンセプトにした作品
が多かった。新型コロナ感染拡大が始まって２年以上が経過し、地域や学校でのさまざまなイベン
トが中止となり、友人同士の活動が減少し、コミュニティが希薄化していることへの問題意識が高
まっていると捉えることもできる。
　１等の作品は、白川村にある大屋根の古民家住宅を利用し、大屋根に開閉可能なソーラーパネル
を設置したアクティブソーラーと冬に降り積もる「雪」を夏に冷房として利用し、重力換気を利用
したパッシブソーラーなどを提案した。現代の技術やアイデアを融合させているところがとても高
く評価された。２等の作品は、①昔から使われている自然素材の特性を生かした住宅　②住宅とし
ての利用のみならず鉄道としての土台や海面上昇対策としての土台利用住宅　③生活ブロックが移
動したりくっついたりできるフレキシブル住宅　④時間の経過による材の腐敗と世代交代を意識し
た住宅　⑤土間を中心として空間の使い方を工夫することで人のつながりを意識した住宅　⑥子ど
も達の守りを屋上緑化により解決しようとした住宅　⑦住み手が一時的な自分の空間を確保するこ
とで永く使えるようにした住宅が受賞し、電気をあまり使わず快適に暮らす住宅が、技術やアイデ
アが審査員の目に留まり高校生特別賞となった。

（審査委員長：和田  浩一）

審査委員長 和 田  浩 一  職業能力開発総合大学校　能力開発院　教授
審 査 委 員  安 島  才 雄  株式会社 総合資格　常務執行役員
　 　 　 　  飯 嶋  元 広  アイディホーム株式会社　設計部副部長
　 　 　 　  磯 野  重 浩  熊本職業能力開発促進センター
　 　 　 　  井 町  良 明  メガソフト株式会社　代表取締役社長
　 　 　 　  江 川  嘉 幸  山形県立産業技術短期大学校　建築環境システム科　教授
　 　 　 　  川 口  智 也  株式会社 インフォマティクス　リーダー
　 　 　 　  髙 𣘺  純 一  株式会社 ティーエスケー　社長室　室長
　 　 　 　  高 橋  紀 子  日本住宅株式会社　人事本部　常務執行役員　副本部長
　 　 　 　  星 野  政 博  東北職業能力開発大学校　住居環境科　特任教授
　 　 　 　  松 下  和 正  株式会社 松下産業　代表取締役社長

（五十音順）

「審査講評」
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１等　実践教育建築デザイン賞

守る家
職業能力開発総合大学校　　馬場 倫太朗

　１等となった「守る家」は、岐阜県庄川流域に位

置する白川村の住宅を対象としている。平成７年に

世界文化遺産に登録された白川郷には、合掌造りの

茅葺屋根でできた家屋が多く存在し、木造住宅群を

形成していることで有名である。普段から多くの観

光客を受け入れている。しかしながら設計者は、合

掌造り家屋と一般的な住宅が混在していることに着

目し、「結」と「合力」という相互扶助の関係を維持

しつつ、現代の再生可能エネルギーの技術を利用し、

持続させる（サステナブル）建築を目指して設計し

ている。

　白川村は、豪雪地帯でありながら、夏季は気温が

上昇する。この冬に降り積もる「雪」を地下に貯蔵

して夏に冷房として利用し、大屋根はソーラーパネ

ルを設置し、開閉可能な蔀戸（しとみど）のような

扱いをして通風や採光装置として利用しているとこ

ろなど、アクティブソーラーとパッシブソーラーな

どを併用しているところがとてもユニークである。

この作品は、既に風雪を凌いで長い年月を経ている

建物に現代の技術やアイデアを融合させているとこ

ろが高く評価された。

【 講　評 】
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２等　アイディホーム賞

Evergreen House 　― 時を経ても色褪せない場所 ―
職業能力開発総合大学校　乙幡 彩花

【 講　評 】　地域社会の持続可能性に着
目した住宅の提案である。作品は、土間を
中心として空間の使い方を工夫することで
人のつながりを育む空間としている。性別
年齢問わず利用可能で使用用途にも制約が
ないため、コミュニティの場として重要な
ダイバーシティ（多様性）の思想が感じ取
れるのが良い。建築が社会や地域に対して
どう貢献するかをしっかりと具現化してお
り、コミュニティを通じ人々の記憶に残る
建築となることで、未来へと続く住宅（建
築）が良く提案されている。地域コミュニ
ティへ魅力的な空間を提供することで相互
扶助を促し、住戸だけでなく、地域全体を
も持続可能な共存社会へと導いている点
がとても好印象で高く評価された作品で
ある。

２等　インフォマティクス賞

ブロックハウス　― 人は水から生まれた ―
四国職業能力開発大学校　上原 侑子

【 講　評 】　香川県まんのう町、一級河
川土器川の源流の渓谷近くに建つ住宅の
提案である。川の水が海に流れそれが循
環するように、人の暮らしや住む家も循
環できることを目指し、これをSDGsの
コンセプトにあわせブロックハウスとい
う概念にまとめている。建物の共有部分
以外にガラスと竹を用いることで、ライ
フスタイルに沿い多様な選択肢に対応し
ながら資材の再利用も可能である。パネ
ルの色使いや図の配置や構成もよく全体
的にスッキリとまとめられている。住み
やすさや生活イメージを示すことで一層
アピールにつながることが期待できる。
水の恵みを軸に、自然との共生によりサ
ステナブル住宅を実現しようとした点が
高く評価された作品である。
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２等　総合資格学院賞

E(conomy)×N(ature)＝S(astable)　― ブンカ×シゼン＝ジュウタク ―
近畿職業能力開発大学校　伊東 准平 ・ 和田 歩

【 講　評 】　建設産業と他産業との関
りをもとに、大阪城に近い川の畔をロ
ケーションとした都会におけるサステ
ナブル住宅の提案である。現在はカフェ
を有する併用住宅であるが、産業構造
の変化にブロック体を増設することで
集合住宅や商店街などに対応可能とな
る。シンプルな造形ながらも、50年後
やその先を見据えた計画となっている
点が面白く、当初の住宅が廃墟となっ
ても鉄道路線としての活用や、地球温
暖化に伴う環境変化にも住宅基礎とし
て生かすという発想が今回のテーマに
合致している。地域産業と自然を都市
の中で融合させることでSDGsを実現す
ることを、過去から未来の時間軸をもっ
て表現したことが高く評価された作品
である。

２等　株式会社ティーエスケー賞

故郷の家　― 気候風土からカーボンニュートラルに着目した循環する住宅 ―
日本福祉大学　鈴木 晴也

【 講　評 】　静岡県浜松市の山麓のなだ
らかな傾斜地に建つ住宅の提案である。こ
の地で産出される天竜杉を軸に、これを伐
り、建て、植え育てることによりカーボン
ニュートラルの実現を目指している。サス
テナブル住宅を強く感じられるような立
地、敷地形状、周辺環境が選定され、提案
手法の考え方が述べられている。また通風
や採光など自然環境を取り入れた屋根構造
の検討と選択された屋根構造がユニークで
ある。地図に残し続ける住宅として、家族
構成の世代交代や25年後の構造変化でみて
とれることで住んでみたいと思わせる住宅
である。家族と地域との関わり、ライフス
テージと住まい方の変化をうまく表現して
いることが高く評価された作品である。
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２等　日本住宅株式会社賞

門司自然素材住宅　― 昔と現代の調和 ―
九州職業能力開発大学校　田中 大翔・丸野 勇仁・櫻井 瞭輝

【 講　評 】　歴史的な建築の文化の継
承と、昔から使われている自然素材の
特性を生かした建築材料のサステナブ
ル性に着目した住宅の提案である。自
然素材の木材、レンガの建材としての
製造から長い年月の後に用途を終えて
自然に還るサイクルに着目し、それら
の材料の具体的な活用によるサステナ
ブル性を表現している。門司港レトロ
の建築物の特長をよくとらえ、自然素
材を使用した現代風の住宅の内観、外
観の意匠にそれらを取り入れた計画と
なっている。サステナブルというテー
マに沿って、複数の観点から考察する
中で、製造、建築、使用、解体後まで
長いスパンで使われ、自然と調和する
住宅であることをうまく表現されてい
ることが高く評価された作品である。

２等　株式会社松下産業賞

サンドイッチの家
関東職業能力開発大学校　菱沼 嘉明・大出 育輝・大嶋 謙吾・関 仁美

【 講　評 】　いろいろな具材（用途）を
入れ替え可能という事でのサンドイッチと
いう概念をサステナブル住宅として取り入
れた提案である。学生らしい明るい未来を
感じさせるさわやかな作品である。サステ
ナブル住宅として、同じ空間の共有と自由
な変化を可能にした。その一方で家族の存
在も感じることができるプランニングと
なっている。集合住宅化した時のイメージ
と核家族や二世帯住宅での内部の具体的な
提案がうまくマッチングしている。共有空
間を変化させてSDGsの今後の方向性を提
示したことが高く評価された作品である。
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２等　メガソフト株式会社賞

地域育む鎮守の森　― 子供たちの未来のために ―
東北文化学園大学　谷地 康太朗

【 講　評 】　神社の景観を壊さず、とも
に長く愛されようとするコンセプトが良
い。今まで、少し大きめの土地は、集合住
宅や駐車場などでの運用くらいしかなかっ
たが、こういう提案もあると気づかせてく
れた。サステナブル住宅を「鎮守の森」と
いう昔からの地域のパワースポットと一体
化するという提案である。コロナ禍だから
こそ地域に開かれた住宅が求められるとし
て、仙台市内青葉神社地域を敷地として設
定している。屋外空間としての神社とつな
がり、屋上緑化・屋上庭園等の提案を取り
入れたサステナブル住宅との動線との一体
化に工夫がみられる。地域コミュニティに
おける、家族間や地域とのつながりをコン
セプトにした提案が各審査委員から高く評
価された作品である。

特別賞　高校生部門

Cuddle up　― 電気をあまり使わず快適に暮らす ―
静岡県立科学技術高等学校　栁下 眞幸

【 講　評 】　電気エネルギーの使用を低
く抑えながら家族が快適に暮らせる住宅の
提案である。冷暖房負荷を低減させる手法
としてソーラーチムニーシステムを取り入
れており、アースチューブと吹抜け空間を
設けることによる効果と各種発電システム
の組み合わせにより電気を自給自足する仕
組みや内装仕上げに珪(けい)藻(そう)土
(ど)を導入する効果が基本通り提案されて
いてわかりやすい。さらに、想定家族のラ
イフスタイルを取り入れ、家族が楽しそう
に暮らしているイメージがうまく表現され
ていることが高く評価された。
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未来を生きる過去の家
山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功

100年愛される家
東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実東北職業能力開発大学校　阿部 拓実

住古来今
東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ東北職業能力開発大学校　泉 まこ

上 位 作 品

不易流行
九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加九州職業能力開発大学校　樋口 桃歌・市園 優花・谷 沙也加

空気を紡ぐ宿根木の家
東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹東北職業能力開発大学校　大場 紗里那・今野 朱莉・櫻木勇吾・小笠原 知樹

空間を編む
近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖近畿職業能力開発大学校　加藤 来夢・吉田 千倖 山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功山形県立産業技術短期大学校　山田 莉功

（一社） 実践教育訓練学会　第５回 建築設計競技



機能循環型シェアハウス　― 人々が織りなす長寿命住宅 ―
東北文化学園大学　長谷 和重

新しい家族の長屋　― 路地からはじまるサステナブル ―
東北文化学園大学　福原 康平

上 位 作 品

耕すために戻る家　― 原点を再構築し、未来へ ―
東北文化学園大学　吉田 直生

（一社） 実践教育訓練学会　第５回 建築設計競技
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東北文化学園大学　長谷 和重東北文化学園大学　長谷 和重東北文化学園大学　長谷 和重東北文化学園大学　長谷 和重東北文化学園大学　長谷 和重東北文化学園大学　長谷 和重東北文化学園大学　長谷 和重東北文化学園大学　長谷 和重東北文化学園大学　長谷 和重東北文化学園大学　長谷 和重東北文化学園大学　長谷 和重東北文化学園大学　長谷 和重 東北文化学園大学　福原 康平東北文化学園大学　福原 康平東北文化学園大学　福原 康平東北文化学園大学　福原 康平東北文化学園大学　福原 康平東北文化学園大学　福原 康平東北文化学園大学　福原 康平東北文化学園大学　福原 康平東北文化学園大学　福原 康平東北文化学園大学　福原 康平東北文化学園大学　福原 康平

東北文化学園大学　吉田 直生東北文化学園大学　吉田 直生東北文化学園大学　吉田 直生東北文化学園大学　吉田 直生東北文化学園大学　吉田 直生東北文化学園大学　吉田 直生東北文化学園大学　吉田 直生東北文化学園大学　吉田 直生東北文化学園大学　吉田 直生東北文化学園大学　吉田 直生東北文化学園大学　吉田 直生東北文化学園大学　吉田 直生


